
普通科人文・社会科学32班　　　　 
言語と文化の結びつき 

班員　中島萌々香　緒方芽生　　　　　　　　　指導者　菊次淳先生 
　　　瀧頭鈴菜　松田栖々乃 

研究の動機 
日本といえば、落ち着いた雰囲気で、人
に対する接し方やお店や公共の場でのマ
ナーが良い というイメージがありますが、
それはどうしてなのかを知りたかったから。 

先行研究 
　　韓国人の中で日本語を勉強している人としてない人での日本人へ

のイメージについての先行研究です。 

 
 
 
 

研究方法　 
①自分たちの考える各国の言語、文化の
イメージを共有する。　 
②各国の言語、文化の特徴をインター
ネットで調べる。　 
③ネイティブへのインタビューを行い、各
国の言語や文化、また、日本に対するイ
メージなどもインタビューする。 
④インタビューや調べた結果をもとに各国
の言語と文化の関連性を調べる。 
 
 必要な道具 
パソコン 
タブレット 
 

仮説 
国民性やその国の雰囲気は、話し方や言
語から感じられるのではないか。 
 

研究計画 
1年生の間は、自分たちの研究計画確立アプリ、イン
タビューに慣れることを中心に取り組んできました。 
そして、2年生からはインタビューの数を増やし、校外
へ出て直接市のALTや、インタビューが可能な方に
積極的にインタビューをして行きたいと思います。 

 

4～5月 1年次のインタビューの
まとめ 

6～7月 インタビューの計画を立
てる(アポ取り含) 

夏休み インタビュー 

９～10月 インタビューの結果まと
める 

11～12月 インタビュー結果から最
終的な関連性を見つけ
る 

例）
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日本といえば、落ち着いた雰囲気で、人
に対する接し方やお店や公共の場でのマ
ナーが良い というイメージがありますが、
それはどうしてなのかを知りたかったから。 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